
 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

  

   

 

  

  

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

  

    

    

   

 

    

◆定例会は3/24に閉会し、
新年度予算を含むすべての
市長提出議案が可決されま
した。 

◆市立幼稚園と保育所の統
廃合案が示されました。 

◆非課税世帯を対象に大学な
どの入学金を最大20万円援助
する制度が創設されます。 

 

平成29年度第1回定例会報告 Vol.24 春号 

福井みな子の市政報告 
芦屋市議会議員  

福井みな子 
3月議会トピック 

歳出   

大学等の入学金支援基金事業 ··············· 800万円 
精道中学校基本設計及び実施設計 ······· 2億2500万円 
あしやキッズスクエアの全小学校実施 ······· 3569万円 

まちづくり 

さくら参道(朝日ケ丘町)における無電柱化工事······· 2億4000万円 
モデル路線における公共サインの改修工事 ··············· 560万円 
空き家相談窓口や所有者の意向確認 ······················ 64万円 
 

安心・安全 

主な公の施設に Wi-Fi 環境を導入 ······ 856万円 
住宅耐震改修に対する費用助成等 ···· 6369万円 

 

教育・子ども 

その他 

分庁舎跡地整備事業 ·················6億1950万円 
障がい者医療・高齢障がい者医療の拡充 ···· 1615万円 

 

平
成

29

年
度
の
主
な
事
業 

 

市民1人当たりに使われるお金：481,163円 

歳出合計：463億 1,000万円 

 

平成 29年度はシティプロモーションをはじめ

芦屋のブランド力の強化に重点を置く予算編

成となりました。「安全・安心で良好な住宅地」

としての魅力がより一層高まるよう、期待した

いと思います。 

緩やかな景気回復基調を受けて市税は増加しています

が、今後も社会保障関係経費や公共施設の老朽化対応

経費の増加が見込まれるため、厳しい財政運営が続く

でしょう。人口減少に歯止めをかけ、財源の約半分を

占める市税の確保をするためにも、多くの方に夢と希

望を持って選ばれる芦屋市を目指すことが重要です。

今後も、より慎重な行財政運営のもと、明確なビジョ

ンに基づく事業選択を行うべきと考えます。 

平成29年度予算が決定しました 
 
＜予算＞平成 29年度一般会計は前年度に比べて2.3％増の463億1,000
万円、特別会計、企業会計、財産区会計を含む総額で2.4％増の879億
5,217万円が計上されました。 
＜歳入＞全体の47.9％を占める市税は前年度比で3億 1,962万円、1.5％
の増加。一方、地方交付税は4億 3,000万円、33.1％減少。地方譲与税・各種
交付金も減少。財産収入は土地売払収入等が11億8,109万円、1015.3％の
増加となりました。 
＜歳出＞土木費が市営住宅等大規模集約事業費の減少等により8億
6,489万円9.3％減少する一方、総務費が公共用地取得費特別会計繰出金
や分庁舎跡地整備事業費が19億 2,607万円36.6％増、ならびに議会費と
して議場システム更新事業費が8 ,774万円20.7％の増加となりました。 

 



    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

予算特別委員会は予算審査のため設置された、全議 
員で構成される特別委員会です。私は、昨年秋の 

「決算特別委員長」に引き続き、このたびも互選により「予算特別委員長」を 
務めさせて頂きました。なお、新年度当初予算案合計 13件は、「建設公営企業 
分科会」「民生文教分科会」「総務分科会」の三つの分科会に分かれて審査されました。 

予算特別委員会 

私が所属する民生文教分科会では民生費、衛生費、労働費、農林水産業 
費、商工費、教育費予算について審議しました。 

福井みな子の意見・要望は以下のとおりです。（一部抜粋） 
 

 

福井みな子プロフィール 
1962年生まれ。茨城キリスト教短大卒。東京海上火災保険(株)本店、日
本航空(株)、外資系航空会社、(株)JALエクスプレス勤務。専門学校講
師を経て、平成23年芦屋市議会議員初当選。平成25年度建設公営企業常
任委員長、平成27年度総務常任委員長、平成28年度阪神水道企業団議会
議員、平成28年度決算特別委員長、自民党芦屋支部 常任顧問 

あしや真政会所属 福井みな子  

市政報告 No.24 平成 29年4月発行  
〈連絡先〉芦屋市浜町14-6-303  TEL＆FAX：34-0240 
http://www.fukui-minako.com  E-MAIL：fukui.minako＠gmail.com 

 編 集 後 記 

民生文教分科会 

・ 地域福祉の推進を目的とした新規事業「ひとり一役

（ひとやく）活動推進事業」はボランティア活動により

ポイントが付加される制度であり、導入を評価する。 

・ 精神障害者福祉手帳２級の交付を受けている方への

医療費助成を評価する。拡充にあたり、個々への周知

は確実に行うことを求める。 

・ 総合計画後期基本計画に基づき病児・病後児施設の

拡充が予定されている。この施設の利便性の高い地

域への設置を要望する。 

2021 年 3月末に廃園・閉所し西蔵町市営住宅跡地に市立幼保連携型

予算特別委員長を 

務めました 

・ 環境衛生費の「飼い主のいない猫去勢・不妊手術

助成金」については不要額が発生しないよう努

め、更なる事業の充実を求める。 

・ 平成 32年度に英語が小学校高学年で正式教科と

なる。ついては、英語教科専門の教師配置を要望

するとともに外国語教育の充実に向けての取組み

を期待する。 

・ 図書館は平成 30年度に改修工事が予定されてい

る。多くの市民が交流できる図書館づくりを目指し

てほしい。 

 

市立幼稚園・保育所の統廃合案 
 
芦屋市は2022年4月までに市立幼稚園を8園から4

園に、保育所を6所から2所とし、2か所の公立認定こ

ども園を新設すること、また分庁舎に民間の小規模

保育事業者を、ハートフル福祉公社跡地に民間の認

可保育所を誘致することを明らかにしました。大規

模な統廃合案は議会にとっても唐突の感を免れな

い提起でした。社会変化に応じた改革については一

定理解するものの、市民に向けてしっ 

かりと説明責任を果たすべきであると 

考えます。 

 芦屋市立幼稚園と保育所の統廃合・民営化案 

 

 

 

芦屋市では、「ひとり一役活動」が始まりま 

す。これは、高齢者施設等での話し相手や趣 

味活動の相手、花の手入れ等、市民の皆さんに｢できる

こと・したいこと｣をして頂くことで地域の互助の関係

を推進する活動です。また、この活動に登録して下さる

方のことを「ひとり一役ワーカー」と呼び、活動実績に

応じたポイントが付与されます。なお、このポイントは、

換金(年間上限5,000円・市民のみ)ができます。 

 

 

＜説明会のご案内＞ 
 

 

始まります！ひとり一役活動 

 

ひとやく 

 ■日 時 5月1日(月)午後1時 30分～3時 
 ■場 所 福祉センター3階 多目的ホール 
 ■内 容 活動内容・活動場所・スケジュール・ 

登録方法等説明 
 ■対 象 20歳以上のかた 
 ■持ち物 (登録者のみ)身分証明書・年間保険料500円 
 ■申込み 当日直接会場へお越しください 
■問合せ  社会福祉協議会 ☎32-7525 

地域福祉課 ☎38-2040 

 

朝日ケ丘幼稚園 朝日ケ丘幼稚園を2020年3月末

に廃園、市立岩園幼稚園に統合 岩園幼稚園 

精道幼稚園 2019年4月より認定こども園とし

て運営、2021年 3月末廃園、4月よ

り新設の市立幼保連携型認定こ

ども園として開園 

精道保育所 

宮川幼稚園 2021年 3月末に廃園・閉所し西蔵

町市営住宅跡地に市立幼保連携

型認定こども園を新設 

伊勢幼稚園 

新浜保育所 

打出保育所 2019年 4月より民間移管 

大東保育所 2022年4月より民間移管 

 

ボランティアのポイ

ント制度導入は、 1 期目の選挙公約に掲

げ、一般質問でも提案をして参りました。実現

できたことは大変喜ばしいことです。 

 

桜が花開く頃となり季節が変わっていきま

す。年を重ねるごとに一年があっという間に

過ぎ、それゆえ一日一日を大切にしたいと思 

う今日この頃です。風も心地よ 

く、美しい花々に心を奪われる春 

を存分に満喫しましょう♪  

あしや真政会 福井 みな子 

(自民党) 

 選挙公約が実現 !! 

 

http://www.fukui-minako.com/

